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由娃成良の歪みと,田城の自由化の影響をうけた日本経

済の昨年の動きは必しも順調でほなかったが,｢1桝Ilニう8年直

に牛産された多数の日立製訂.の中にほ,幾多の新製品,新

記録一甘.が含まれ,その技術の成果ほはなほだ活発なものが

あった｡今そのおもなものについて述べて見よう｡

電力方面でほ水火力発電用機器,およびこれに付帯する

射了ミ器の単機容並の椚大化が顕著であり,また+ヒ南米,7

フリれ 中近東,掠州などへの輸川がIl覚Lかった｡

本年度製rF中またほ完成の電淑l川発株iし会社納池†ぢミ充`長

所および神奈川県城l⊥l発電所用の人容+‾如ミンフ■水中,アメ

リカ･サンルイス発電所柑ポンプ水車,四国′這ノJ株式会什納

穴内川発電所用斜流ボンソ水中.ガーナ国向け212,000HP

フランシス水車,電源朋党株式会什納太一〉∴㌔発電所JiJlO仇0()O

kWカブラン水車二苧ほ,いずれも‾世肘l勺卜子己鎚】仏であF),ま

た昨年11月受托したベネズエラl乙=ナの世界最大容j呈級

218,500kW水中をも含め,明折44年初めて峰の沢鉱山に

納人Lた300一鴨力ベルトン水中以降の水小実績が一千ガ

kWを突破したことほR､王水ノブ発電機器の性台乱 構造,製

作上の優秀な技術が広く認められた糸.1i果といえよう｡.しか

し合卿何運営のための揚パく発`苗所やせん虚妄ミ何党局所から

要求される水力発電機器の運転条什ほいよいよ過酷なもの

となっており,こjtらに対する悦j在な設計製作と,改良や

新技術の取り入れに今一層の努力を怠っておらない｡

火力でほ数其のUPボイラが製作中であり,また東+ヒ屯

力株式会社新約火プJ発√這所納250,000kWタンデムコンパ

ウンド形タービンや,欠点電力株式会祉‾丘非火ソJ発電所納

265,000kWクロスコン/くウンド形タービンニ糾£いすごれヰ_)

大容苗タービンの技術発展の歴如こ占己以とLて残るもので

あろう｡

UPボイラその他大容圭古火力発電所川中央制御盤の進歩

改良も目覚しく,ABC,AQR,AFCて糾+▲帯川御技術の著

しい成果が比られた｡

大容品発電所の鯉設に伴う多数の人ゼ手:l与二射十‾三器が完成し

なかでも中部電力株式会社の内名71I掃および+‡名古尼変電

所に納めた275kV,300MVA器ほ三川:i巻線器としての

匡=ぺでの記録品であった｡

多年の研究結果に銭づき糊発された常時允㌔こJu勺糀断路

形辛気遮断器でほ84…300kVの新系列が完成し,すでに

各電力会社の形式試験も完了し,300kV15,000MVAなど

の多くの遮断語旨が納人された｡遮断器,断路詩話のがい子iリ

痴こ肝㌻る研究ヰ)音il先に行なわれイf効な成果をあげてい
る｡

l対所電力株式会祉に納入された250kV()Fケーブルほ

超高圧大サイズのものとして記鎚的のものである｡

電動力応用の;甘粁+でも機器の火容品イヒがlはち,また制

御機器の無接点化､エレクトロニクス技術のラム川によるオ

ートノーシ｡ンの浸透が著しい｡初の人容【加′〔流依のプラ

ント輸出品として注l二jされていたブラジルのミナス･ジェ

ライス製鉄所に納入の7,500kW分娩比延機川-イルグナ機

器ほ本年度,好調椚けこ現地試運転を完了して,り三稼動に入

った｡

SCRはすでに小容量以下のレオナード電抑としで大川

掛こ入り,叫逆運転用のものも多数製作されている｡大小

布吊電動機はもちろん,一般標準誘導電動按も,構造,絶

紹,その他の面で多くの改良がなされた｡

電動機に付随する制御機器,特に3kVおよび6kV級高

圧忘も中唱磁接触器の応用■枯の仲良が著Lい｡

鉄道l対係でほ,東海道新幹線向け量産車とインドその他

への輸==句け電気機関[卜,電車における技術の括躍が臼だ

った｡日本国イテ鉄道用のED75交流電気機関車,453系交
巾流電車,DD51形2,000PSディーゼル電気機関車などの

完胤 rこミニ産化など鉄道巾両の発展ほ著しい｡また世界初の

本格的交通機関として注目されている羽山のモノレールの

ノ完成もー‾Jj近い｡

鉄迫川の地卜機器でほ,東海道新幹線用の60,000kVA

川波数変換機があり,容竜,技術内容ともに由期的のもの

である｡

交流指巾､機関車あるいは直流変電所の中枢一掛こあるシ

リコン整流素√ほ東面処J二1北星三の改良,間欠負荷耐量の増大

などによって,いよいよその信煩性が向上され,また一層

仁こ占電圧,大電流のものが開発さカlている｡

成業機械の中でほ各種記録品を製作し,また電気制御に

種々何期的な】-iH発を行なったクレーンの進歩が目だつ｡前

年度に引続き､インドその他の製鋼クレーンや発電所用大

形大井クレーンの愉FUが麒甥二であった｡コンベアや空気輸

送機二乍の進歩のほか,石炭技術研究所に納入し研究を続け

ていたハイドロホイストはその好成果によって,炭坑用の

克でなく､金属鉱山､卜人用などにも広大な用途が期待で

きる｡

鉄鋼業界の設備投資削減の余波を受け,国内においてい

ささか低調であった比延機は海外愉出に対し画期的な成果

をあげた｡南ア向け分塊ミ′し,および日立製作所を中心と

する日本迎合が撤しい国際競争の結果,受注し目下製作--一戸

のインド国営製鉄会社ドルガプーノし特殊鋼上場設術一式な

どがある｡庁延機に付′さ肯する精盤設備も各種製rFされ､ま

た新形低周波誘導匁や,連続鋳造設帖などがrl新Lい｡

圧縮機では,石仙化学や石仙精製プラント川に4,300kW

ガ､ス圧縮機をほじめとする各種大小容量機が多数完成し

た｡､化学1‾二業jljの遠心圧縮按は従来の往復勅に代って,そ

の特艮を発揮Lようとしておi),本年度はエチレンガス術

堀川900kW,プロピレン冷凍機用2,000kW機などが製作

された｡送風機でほ-■亡:ごi速道路などに付随した自動車トンネ

′し換気川フアンの製法作がIlだち,フアン自体の高効率はも

ちろん,亡丁数,l可転数,動巽可変ピッチ制御を組み合わせ

たl′j勅風量調整による高能率運転方式が取られている｡

ホンプでほ上下水道など公共施設向けのものが多かっ

た｡帖に東方(都水道局向け6,200kWクレマ一式ポリュー

トポンプは容量,運転了】iU御方式ともにわが国最高のもので

ある｡火力発電所向けでは吐出圧200気圧程度,6,000～

7,000rpm,山プJ2,000～3,000kW程度の大容量ボイラ給水

ポンプが多数製作された｡

‾‾1二作機,印刷機,溶接機,建設機械,鉱山機械など,そ

れぞれ新機種の開発,各種改良を子fない,着一々とその地歩

を進めている｡



憾
石油化学や合成繊維関係プラントなどの各種化学装置が

多数製作された｡従来より,日立製作所でi･ま,これらプラ

ントに対するエンジニアリング部門の拡充につとめて来た

が,本年度も,プラント計画･設計から検器製作,据付,

配管までを実施した事例が少なくない｡

培養槽,ナフサ分解炉など単一機器ほもちろん,各種装

置または工作面などでの研究も,著しい成果をあげえた｡

近年著しい需要の活発となって釆た水処理については,

各種上下水処理装置が製作された｡下水,し尿,産業廃液

など広汎な実験研究を行なうため,中央研究所に設けた汚

水処理実験プラントほ国内でも初めての総合的なものであ

る｡

ビルディングの超高層,高級化に伴うエレベータのiミ弓速

かつ高性能運払 および空調設隋の普及の恍向ほ上円々著し

い｡エレベータは300m/mi11の高速の実践を作った｡ま

た運転能率向上のための全自動群管理方式ほすでに数ケ所

で実施されている｡空調川のターボ冷凍機ほ330R′rまで

密閉形化し,保守の容易さ､低騒れ 高効率,据付両横の

軽減などで好評をえている｡巌近の駐車難の解決に大きな

役割を果Lている自動中川エレベータや,立体駐車場の寓

要の活発化も目だつ｡

事務,工業のあらゆる部門の∃一一トノーシ三ヨンにf均し,

種々の機器が製作された｡

ディジタノし計1割幾HITAC3030を小核とする目刺玉仙

鉄道座席予約システムMARSlOlや全日本空輸株式会社

納座席予約システムを初め,HITAC3010などの大形電了･

計算機およびその応用は,周辺機器の充実と仙まって順調

な進歩を続けた｡一方アナログ計算機の応用も賎で,航空

宇宙研究所向け汎用フライトシミュレータは所期的な製.訂,

とLて各方面より注目されている｡

一般産業におけるOn-Line計算機制御への着実な歩みが
進められており､電力鉄鋼産業などで多数の良度自動制御

装置の製作例を見た｡

電子式その他の各種⊥業計器の標準ユニット化が実施さ

れ,これらを用いた石油化学,発酵⊥菜などへの多数の⊥

業計装が納入された｡

分解能2.35Åへの電子顕徽羞蒐の改良,分一光光度計の開発

など,本年の理化学麟掛よ大飛躍をとげ,輸出進出への強

い力を作った｡医療用機器の開発も着実に進んでいる｡

通信部門でほ大小容量のクロスバ交換機を初めとする有

線機のほか,PCM多重通信装置およびマイクロ波帯など

の各種無線機器の開発,改良が行なわれた｡電子管トラン

ジスタなどの海外よりの需要も盛である｡

家庭電気品ほ意匠と機能に一段の改良が加えられた｡幸

い全国需要者各位の愛顧によってその需要も順調に増加を
見ている｡

化学製品,伸銅品,鉄鋼品などの原料部門もそれぞれ改

良および新品種の開発を行ない,単独として,海外へも進

=L,また偵･弱電気機器,産業機械などの部品,材料と

して,新技術発揮の大きな陰の力となって各方面に活躍し

た｡

多年来常に努ノブを傾注して来た輸出の振興は,本年度も

各国企二矧即)職烈な競争に打勝って,多くの成果をおさめ

た｡

郎J述したカ､､-ナ田向け212､000HP水車,フィリッピン

向け100,000kW火力発電設帆 米国ロスアンゼルス市納

230kV,270.000kVA変圧器などを中心とする電力用機器

や､インドその他の岡への大量の鉄道車両を初めとLて,

.汁器,J竹ヒ学位器,通信機器,電子部.軋 エレベータ,各
穐Jノi三業機械などが柑′こF‡‾はち,このほか電線,鉄鋼などの

材料関尉氾'りも依掛こ劣らず活発であった｡

口立聾竺作所中央研究所,日立研究所などでは数多くの研

プヒが実施さjtた｡これらほ製品の基礎となる幾多の課題を

解明して,発峻の人きな原動ノJとなり,また今後の開発の

基焼となって行くであろう｡

以上に各正一粁+における｢l≠挿U38年度の技術の進歩のあら

まLを述べた｡この成果ほ誠にほなほなしいものであった

が､技術革新を慕調とする産業構造のニュ速な変イヒと,貿易

の完全=山化を口前に控えた今日,いたずらに過去の技術

の成刀工に酔っていることほ決して許さノれない｡日立聾豊作所

の創立以来托して米た,自らの研究の朋発と技術の推進を

今こそさらに虫化し,これによっていささかなりともわが

国繹済の発掛こ寄与すべく,研究,生産の部門はもとより,

全社を)声げて一層の努力をする〃上意を,年頭に当って按漑

巾しあげたい｡
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